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１１１１    まえがきまえがきまえがきまえがき 

 

 従来，Webサイトの構築・管理・運営は，権限を

持った管理者のみが行ってきた．しかしながら，サ

イトが発展しコミュニティが広がるにつれ，徐々に

更新作業が煩雑になり，ついには管理者の手に余っ

てしまう問題が生じることは珍しくない．更に，複

数の管理人を設置している場合，管理者の交代など

Webサイトの管理・運営では色々な問題が潜んでい

る． 

そこで近年，Webコンテンツ管理システム（CMS : 

Contents Management System）がその有効性から注目

されている．CMSとは簡潔に言えば，Webサイトの

構築・管理・運営を簡便にする仕組みである．特別

なツールが不要で，ブラウザを使用してページの更

新・修正ができ，簡単なマークアップ言語を覚える

だけで誰でも自由に書き直せるといった点で優れて

いる．今回は CMS の一種である Wiki（ウィキ）に

注目し考察を行う． 

Wiki はハワイ語の「Wikiwiki」が語源で「速い，

迅速な，急ぐ，急がす，素早い，形式ばらない」と

いう意味がある．Wikiは，手早くWebページ作成・

更新ができること，ファイルのアップロード・認証

の設置が簡便であることが利点として挙げられ，

Web上での議論・共同作業に非常に向いている． 

本稿では，この Wiki の特性を活かした Web サイ

ト構築と具体的な大学教育の利用方法である講義資

料のWeb配信の実践を報告する． 

 

２２２２    Wikiのののの特性特性特性特性 

 

通常Webサイトを構築する際には，ページ作成ソ

フトやテキストエディタなどを使い HTML ファイ

ルを作成し，それを FTP で Web サーバにアップロ

ードするという一連の作業を要する．ネットワーク

管理者ないしコンテンツ管理者は最低限この基本作

業ができなくてはならないが，それら知識を持って

いないユーザにページ作成まで要求するとなると，

それは敷居の高いものになってしまう．また，複数

人の管理者を設置した場合，更新作業に携わる全ユ

ーザが HTML 構造を理解するだけでは十分ではな

く，更新に必要な共有 ID・パスワードの管理，他ユ

ーザの作成した HTMLファイルの把握，デザイン構

造の統一といった諸問題を解決する必要が生じる． 

これらの問題を解決するWiki（CMS）の特性を 4

点挙げる．  

 

ａａａａ））））availability（可用性）（可用性）（可用性）（可用性） 

 Webサイト構築に必要な前提知識のないユーザで

あっても，簡単なWiki独自の文法のルール（整形ル

ール）さえ理解すれば，Webページの作成・編集・

追加が可能である．それらの作業は，インターネッ

ト環境下であれば，Webブラウザから簡単に行える

ため，可用性が高い．従って，Wiki を用いれば，

Web ページ作成に関する知識の無いユーザが，

HTMLを新たに勉強することも，Web作成ソフトを

使用することも必要なくなる． 

 

ｂｂｂｂ））））accessibility（（（（利便性利便性利便性利便性）））） 

従来のように複数のコンテンツ製作者がいる場合，

各々が相互に他人の作成した HTML コンテンツデ

ザインの構造を理解しておくことが必要となる．な

ぜなら，Webコンテンツデザインが統一されていな

ければ，構造化が困難になり，製作者のみならず

Webページを閲覧する側にも混乱が生じることがあ

るからだ．Webコンテンツ作成において，どこにど
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の情報があるか一目で分かり易いこと（構造化され

ていること）がWeb accessibilityを向上させる． 

 Wikiでは，初期設定でページデザインが統一でき

るため，ユーザはデザインを一切気にすることなく

自由にページを編集できる．加えて，手早く相互リ

ンクができる強力なナビゲーション機能があるので，

構造化・階層化が行い易い．具体的には，テキスト

にハイパーリンクを貼る際は，テキストと URLをコ

ロンで繋げ，２つの大括弧で括るだけでよい．（[[テ

キスト：URL]]）また，文字を２つの大括弧で括る

だけで新たなページが生成されるので既存ページか

ら新しいページへのリンクが容易にできる． 

 

ｃｃｃｃ））））readiness（（（（即応性）即応性）即応性）即応性） 

反応のスピードが求められる情報社会において，

Webの頻繁な更新（最新情報の更新）は評価に繋が

る．Wikiはブラウズしている最中に素早く編集ペー

ジ URLに直行し，迅速に更新できるので即応性が高

いシステムである．また，修正に遅滞がないばかり

か，公開してから編集するという Wiki ならではの

Webコンテンツ作成スタイルが生まれ，インターネ

ット環境下であればどこからでも即応できる Web

環境を構築することが可能である． 

 

ｄｄｄｄ））））collaboration（（（（共同共同共同共同作業作業作業作業）））） 

Wikiは電子掲示板（BBS）に近いシステムである

が，BBSが時系列に「発言」を積み重ねるコミュニ

ケーションツールであるのに対し，Wikiはページの

作成・追加・連結・内容の編集・削除が自由なこと，

基本的に時系列の整理を行わないことから，誰もが

自由に「記事」を書き加えていく collaboration ツー

ル，ないしグループウェアと呼ばれている．因みに，

#kifubbs と記述するだけで手軽に掲示板ができる為，

従来のように，自前で別に掲示板を作成する，もし

くはレンタルして掲示板を設置する手間隙が無用に

なる．更に，ページを更新すると「最近更新したペ

ージ」のリストに登録され他のユーザが何をしてい

るか見ることができ，コミュニティの中で，議論を

喚起し易い．掲示板にしても，更新履歴の自動表示

においても，Wiki導入の意義は明らかである．Wiki

を基盤整備することにより，共同でWebページを発

展させることができるので，コンテンツの refactoring

を促進し易く，knowledge baseとしても活用できる．

かつて Web ページを閲覧していただけのユーザ

（ROM : Read Only Member）がWiki導入後は，投稿

者や，Webページ編集者に変わる可能性があり，Wiki

は人々を collaborate させ，結びつけコミュニティを

作るのに役立つ． 

具体的なプロジェクトでのWeb使用の例は，早稲

田大学商学部 100周年記念映像制作委員会Webペー

ジ［２］を参照されたい． 

 

３３３３    Webサイト構築サイト構築サイト構築サイト構築・運用・運用・運用・運用／／／／ 

        教育現場での具体的な活用方法教育現場での具体的な活用方法教育現場での具体的な活用方法教育現場での具体的な活用方法 

 

今回，我々は大学学部・大学院の研究室のWebサ

イト： 

 URL：http://ns.sizer.cache.waseda.ac.jp/ 

構築にあたり，数ある CMSから最も適したWikiを

使用した．尚，Wiki は CGI プログラムと PHP プロ

グラムが存在するが，サーバの負荷を考慮し PHPプ

ログラムを採用した． 

 

 

Wikiで作成されたトップページ 

 

CMS の多くがサーバに設置し動作させるもので

あり，設置以降ユーザは CMS にアクセスするだけ

でWebページを作成・変更・削除等の諸作業が行え

る．つまり，管理者がWebサーバ上に CMSを一度

設置してしまえば，HTML ファイルのダウンロー
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ド・作成・編集・アップロードといった従来面倒だ

った諸作業が必要なくなる．更に，管理者はデザイ

ンテンプレートを予め用意することにより，サイト

全体のデザイン統一やファイル管理が一括して行え

る．一方，ユーザはＣＭＳのお陰でWebブラウザさ

えあればいつでもどこからでもコンテンツの作成・

編集が行える．編集方法は，Yes/Noの選択式である

か，もしくは，文章を書いて更新ボタンを押すと，

それだけで本日の日付で自動的に日記が作成される

といった更新作業だけでよく，非常に簡便なWeb構

築・設計ができるのである．したがって，更新作業

に携わるユーザ全員が等しく HTML を理解する必

要がなくなり，Web作成にそれほど慣れていないユ

ーザであってもしっかりとした体裁のページを作成

することができるようになる． 

このような利点を有する CMS を導入する際，留

意すべき点がある．それは，最初の構築時における

ルール・アルゴリズムである．運用する過程で，大

きな修正を追加したり，新しいシステムを導入した

りする必要に迫られた際，初期基盤を疎かにした所

為で追加出来ないシステムであったならば，いちい

ち全体を再構築し直さなければならなくなり，結局，

管理・運用が煩雑になってしまう．これでは CMS

を導入した利点を半減させてしまう． 

また，実際に使用するに当たっては，Wikiは他の

CMSと違い誰でもページを作成・編集できるオープ

ンな性質を持っているのでセキュリティについて最

も考慮しなければならない．講義予定や試験予告掲

示などが第三者の手によって改竄されてしまっては

大変だ．そこでWikiの機能についている閲覧認証と

編集認証を用いることでセキュリティ対策を講じる．

第三者の閲覧に対しては，研究室の内部情報ページ

編集を禁止し，ページ内に置いている講義資料に関

しては閲覧を禁止するといったユーザアクセス制御

を行う．特に認められたユーザのみがページ編集と

資料閲覧ができるよう，第三者と区別することでペ

ージの所有権を明確にし，ページを保護するパーミ

ッションを設計する．Wikiはこの認証による制限の

適応範囲を任意に広げられる．全体について認証行

うことも，セクション単位，個人ページ単位で行う

ことも管理者の設定により容易である．実際の運用

では，Webページ毎の性質に合わせ，閲覧・編集許

可を与える認証を設けることが必要になる．例えば，

既存のコンテンツにロックをかけ，外部者にはコメ

ント追加だけを許可する措置を講ずることもできる． 

講義資料のWeb配信に関しては，特に認められた

ユーザのみに閲覧用パスワードを周知させ，Wikiデ

ータ領域に入ることを許可し，そこから資料をダウ

ンロードして貰う．また，一般公開部分には，編集

認証をかけ認定メンバー以外が自由に編集出来ない

よう設定した． 

 ユーザ認証の機能を付加した後，研究生たちには

自己紹介ページを作って貰った．その際，HTMLの

知識が無くともページ作成が容易とはいえ，多少の

整形ルールを知っておく必要があるので「ページを

どのようにすれば作成できるか」，「どのように修正

すればよいのか」という整形ルールや，CMSならで

はの機能を記したルール・ヘルプを纏めたガイドラ

インページを作成した．このヘルプに関しては，Web

サーバに新たな機能（Plug-in）を追加導入する度に，

更新するというルールを管理者内で設けた． 

 セキュリティに関して忘れてはならないのが，ユ

ーザの履歴ログとデータのバックアップである．万

一，破壊行為が行われたとしても，また，ユーザが

誤って更新して前データを消失したとしても，前回

のバックアップがあれば，編集の差分を復元できる．

ユーザの履歴ログやバックアップがあることは，ユ

ーザに安心感を与える． 

 

 

Wikiによるページ編集画面 
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４４４４    考察考察考察考察 

 

Wikiは，Web上に議論・共同研究スペースを手っ

取り早く，簡単に提供できる点で使い勝手がよい．

誰でも，いつでも，自由にテーマを打ち立てられ，

相互参照し易いことから，どこにあるページも議論

のスタートページになり得る．大学教育の場では“知

識の組織化”にも有用である．だが，コミュニティ

が開放的であるということは，第三者の介入を認め

ていることを意味する．Wiki のオープンな精神は，

第三者の自由な書き込みや，共同作業を許容し，奨

励すらしているのだが，我々は悪意ある破壊者の存

在を考慮し，セキュリティ対策（アクセス制御）の

必要があると判断した．そこでゼミ生のページをロ

ックし，認定ユーザ以外のページ改変を許可しない

認証システムを導入した．本来，Wikiの精神に従う

ならば，Web上での共同研究の場をゼミ生以外にも

広く開放し研究を進めていくべきであるが，今回は

HTMLに慣れていないゼミ生の利用促進を優先した． 

Wiki環境以前のWeb作成は，研究生各自にサーバ

の容量を割り振り，HTMLを学ばせながら行ってい

た．従来と比較すると， CMS を用いた方が格段に

時間を短縮してWebページを作成出来た．また，研

究生の中には更新の簡便さを実感してか，ちょっと

したメモや，添付ファイルやスケジュールなどを各

自のページに書き込むなど，Wikiの手軽な機能を積

極的に活用する者たちもいた．更に，コンテンツ管

理者をできる研究生が増え，重要な更新作業もネッ

トワーク管理者が作業できない時にも，更新作業が

行われるようになった． 

現在，講義資料のWeb配信の他，ゼミ生による研

究プレゼンテーション用資料の Web 配信も行って

いる．これは，ゼミに欠席した者や，再度復習した

い者にとって，研究内容のキャッチアップの大きな

助けとなる．その他のコンテンツとしては，意見交

換用の掲示板，授業・ゼミイベント情報，ゼミ学生

の履修科目に関するレポートや講義の要約も載せて

いる．ゼミ運営に当たっては，掲示板への書き込み

での意見収集や教科書選定の投票機能が非常に役立

った． 

５５５５    あとがきあとがきあとがきあとがき 

  

Webページに気軽に関われることが，Webコンテ

ンツの充実とゼミ生相互の迅速な意思疎通に直接繋

がっている様子を目の当たりにし，CMSの威力に感

嘆している．将来的には，情報配信に留まらず，議

論・共同研究の場としてWikiの可能性を追求してい

く心算である．また，講義支援，学生生活支援だけ

でなく，knowledge base としての利用を模索し，研

究環境支援も目指す． 

大学教育において，Web利用の可能性は多岐に渡

る．参考文献やリソースへのリンク整理，ファイル

保管やファイル目録の作成，ゼミ生や教員の研究の

補完や定義情報の収集と投稿，研究の審査の仲介，

と色々挙げられる．それらを効率よく行う CMS の

サーバを立ち上げる大学のグループがこの先増えて

ゆくことも予想される．サーバはコミュニティ単位

で運用できる為，管理者の負担が分散するのは特筆

すべき利点であろう．そして大学に留まらず，企業

でも，どんなコミュニティでも，プロジェクトの計

画・実行・記録・事後点検を，CMS を用いて Web

上で効果的に行える． 

近年では，Webサイト構築は決して難しいことで

はないが，持続可能なサイト運用を考えるならば，

やはりWebサイト構築“後”の手間隙・メンテナン

ス諸作業の労力まで考慮する必要がある．更新作業

者たる複数のユーザが，いかに手軽に，素早く，き

れいにWebページ運用ができるか．そこまで透徹さ

れた“メタWeb構築”が広がりつつある． 
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［１］Bo Leuf, Ward Cunningham「Wiki Way コラボ
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リッシング株式会社（2002） 

［２］早稲田大学商学部 100周年記念映像制作委員

会Webページ 

http://sizer.zive.net/commerce/sizwiki/index.php 

［３］Wikimedia Foundation 
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